
平成 25 年度 岐阜工業高等専門学校シラバス

教科目名 生産工学 担当教員 桑原 喜代和（非常勤）

学年学科 ５年 機械工学科 後期 必修 1 単位（学修）

学習・教育目標 （Ｄ－３：エネルギー系）100％ JABEE 基準１（１）：（ｄ）(100%)

授業の目標と期待される効果：

生産に関わる理論を学ぶと共に、それが実
社会ではどのように活用されているかを講義
だけでなく、事例、演習、見学、等を通して
理解する。以下の項目を目標とする。

① 生産システムに関する基本的な知識を
身につける。

② 製造業での業務がどのように遂行されて
いるか、実例をもとに学ぶ。

③ 製造業における業務及び各部門の関係性
を知り、かつその効率的な運営方法を学ぶ。

④ ISO9000、14000、ＰＬ法、経営的指標、等
の現在のエンジニアが把握すべき、社会的
制度や状況について学ぶ。

成績評価の方法：

期末試験 100 点とし、総得点率（％）によって成績評価を行なう。

達成度評価の基準：

教科書の練習問題と同レベルの問題を試験で出題し，６割以上の

正解のレベルにまで達していること。

尚、成績評価への重みは，次の①～⑤を各２０％とする。

①専門用語の意味を正しく理解している。

②一般的な生産形態に関する問題を６割以上解くことができる。

③製造システムに関する運用・管理に関する問題を６割以上解くこと

ができる。

④ＦＭＳ、ＦＡ、等の最新の生産形態に関する知識を有する。

⑤製造業が社会に与える影響、責任に関して正しく理解できている。

授業の進め方とアドバイス：
実務経験者の観点から、ものづくりの基礎となる製造技術や生産管理及び情報システムについて解説する。また、

毎回、実際の事例や経験を紹介し、実務的な考え方や捉え方を理解することにより、社会に出るステップとする。
Ｑ：品質、Ｃ：原価、Ｄ：納期に関する改善活動や５Ｓ、ＱＣ活動の進め方についても学ぶ。

教科書および参考書：
入門編 生産システム工学 第５版（人見勝人著，共立出版㈱発行）を教科書として用いる。

授業の概要と予定：後期 教室外学修

第 １回：生産システム、生産・製造とは

第 ２回：生産形態、多品種少量生産 ＴＰＳ：トヨタ生産システム

第 ３回：製造システムの物と情報の流れ ＳＣＭとは？

第 ４回：製品設計、工程設計、ＰＬ ＢＯＭ：構成表とＳＲ：工程手順

第 ５回：ＩＥ：生産技術と標準時間 生産技術の基礎

第 ６回：生産計画と生産管理 ＭＲＰ：資材所要量計画

第 ７回：物流と在庫の管理 発注方式と現品管理

第 ８回：品質管理とＱＣサークル、ＩＳＯ９０００ 小集団活動

第 ９回：生産の価値システム 原価構成

第１０回：製造の原価管理 損益分岐点

第１１回：５Ｓと改善活動 ＰＤＣＡの改善サイクル

第１２回：ＦＭＳ、ＦＡ、ＣＩＭ、ＥＲＰ 自動化システムの実例

第１３回：工場見学

第１４回：工場見学

第１５回：労働のあり方、ＩＳＯ１４０００ ライフワークバランスに関して

期末試験

第１６回：フォローアップ（期末試験の解答の解説など）


